
○
リ
ー
ダ
ー
を
夢
み
て 

今
回
は
、
白
子
町
農
業
研
究
会
会
長
で
あ
り
、

白
子
水
耕
温
室
組
合
長
、
小
高
仁
人
さ
ん
に
登

場
願
い
ま
し
た
。 

 
組
合
長
は
、
就
農
前
は
歯
科
技
工
士
を
七
年
、

そ
し
て
更
な
る
展
開
を
求
め
結
婚
を
機
に
独

立
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
水
耕
ネ
ギ
栽
培
の

道
を
選
び
ま
し
た
。 

当
時
は
、
バ
ブ
ル
景
気
で
し
た
が
、
農
業
へ

の
魅
力
と
組
合
の
「
後
継
者
を
育
て
よ
う
」
と

い
う
環
境
も
小
高
さ
ん
の
背
を
押
し
た
よ
う

で
す
。 

就
農
後
は
、
父
の
指
導
や
先
輩
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
胸
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
人
一
倍
頑
張
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
一
〇
〇
〇
坪
増
や
し
、
現
在

二
三
〇
〇
坪
の
経
営
で
す
。 

ま
た
、
昨
年
九
月
に
は
、
今
ま
で
外
部
委
託

で
あ
っ
た
出
荷
調
整
作
業
を
組
合
運
営
に
替

え
た
事
は
、
組
合
長
の
手
腕
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

組
合
長
は
周
年
栽
培
で
の
難
し
さ
を
年
間

安
定
出
荷
だ
と
捉
え
、
日
々
努
力
が
必
要
だ
と

い
う
。
ま
た
、
消
費
拡
大
に
も
闘
志
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。 

取
材
の
背
景
に
は
、
視
察
先
の
バ
ス
の
中
で

も
現
場
と
の
連
絡
、
確
認
、
指
示
を
絶
え
ず
欠

か
さ
な
い
、
そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
面

を
感
じ
た
か
ら
で
す
。 

○
菜
の
花
を
見
て
、
摘
ん
で 

 

福
島
環
境
保
全
組
合
長
、
石
井
忠
成
さ
ん
は
、

町
の
指
導
を
受
け
、
平
成
一
九
年
か
ら
菜
の
花

の
栽
培
を
始
め
て
い
ま
す
。 

遊
休
農
地
の
解
消
と
環
境
保
全
を
目
的
に
、

役
員
と
退
職
者
若
干
名
に
よ
る
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
約
一
ha
の
畑
に
栽
培
さ
れ
、
見
頃
を

迎
え
て
お
り
、
三
月
か
ら
四
月
中
旬
頃
ま
で
楽

し
め
ま
す
。
毎
年
、
市
川
市
や
船
橋
市
な
ど
県

内
か
ら
沢
山
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
花
の
摘

み
取
り
は
自
由
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
摘

み
取
っ
て
ほ
し
い
の
で
適
量
の
摘
み
取
り
を

お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
組
合
長
は
、
水
田
の
畦
畔
に
五
年
間
に

渡
っ
て
植
え
た
河
津
桜
と
桜
の
下
の
菜
の
花

も
今
年
は
絵
に
な
る
と
言
う
。
時
期
を
見
て
是

非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。 
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○
千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会 

 

平
成
二
六
年
二
月
六
日
に
、
千
葉
県
女
性
農

業
委
員
の
会
が
館
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
千
葉
県
下
に
は
五
三
委
員
会
、
五
一

名
の
女
性
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
日
は
半
数
ほ
ど
の
出
席
者
で
し
た
が
、

大
変
充
実
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
千
葉
県
農 

 

業
会
議
の
事
務
局
か
ら
、
県
内
女
性
委
員
の
状

況
や
今
後
の
行
事
予
定
、
そ
し
て
情
勢
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
千
葉
県
暖
地
園
芸
研
究
所
の
取
り

組
み
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

千
葉
県
暖
地
研
究
所
は
、
温
暖
な
県
南
地
域

の
気
候
風
土
に
適
し
た
果
樹
、
花
き
、
野
菜
な

ど
の
特
産
園
芸
作
物
の
生
産
技
術
を
開
発
し
、

地
域
農
業
を
支
え
る
取
り
組
み
や
、
観
光
農
業

を
支
援
す
る
な
ど
、
潤
い
と
活
力
あ
る
農
村
づ

く
り
を
進
め
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
館
山
観
光
い
ち
ご
園
の
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
ど
の
産
地
も
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
は
、
解
消
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

 

○
「
農
業
、
農
村
に
今
こ
そ
、
女
性
の
力
を
！
」 

 

豊
か
な
農
村
を
守
り
、
地
域
農
業
を
豊
か
に

元
気
に
し
て
行
く
た
め
に
は
、
女
性
の
力
が
必

要
で
す
。
農
業
や
地
域
活
動
に
熱
心
に
取
り
組

む
あ
な
た
も
、
女
性
ら
し
さ
や
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
や
感
性
を
活
か
し
、
ぜ
ひ
、
女
性
農
業

委
員
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

 

 

農
地
に
関
し
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。 
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○
農
業
委
員
会
の
担
い
手
育
成
活
動 

TPP
交
渉
の
妥
結
に
向
け
た
調
整
が
続
く
中
、
担

い
手
の
高
齢
化
や
食
料
自
給
率
の
低
下
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
日
本
農
業
の
再
生
を
目
指
し

て
農
政
改
革
議
論
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
は
、
生
産
調
整
を
廃
止
す
る
米
政
策
の
見
直

し
、
規
模
拡
大
を
促
進
支
援
す
る
農
地
中
間
管
理

機
構
の
整
備
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
日
本
型
直
接

支
払
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
今
後
一
〇
年
間

で
農
業
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
千
葉
県
は
園
芸
振
興
を
中
心
に
全
国

第
二
位
の
奪
還
を
目
指
し
た
農
林
水
産
業
の
振

興
計
画
を
昨
年
一
二
月
に
策
定
公
表
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
政
策
を
推
進
す
る
上
で
、
担
い
手
を

ど
の
よ
う
に
育
成
確
保
す
る
か
、
こ
れ
が
最
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
規
模
農
家
の
育
成
、
集
落
営
農
組
織
の
構
築
、

法
人
化
の
推
進
、
株
式
会
社
の
参
入
促
進
等
に
関

す
る
様
々
な
意
見
や
提
言
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
政
策
推
進
組
織
と
し
て
、
JA
、

農
業
委
員
会
の
在
り
方
、
役
割
が
問
わ
れ
て
お
り
、

政
府
自
民
党
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
白
子
町
農
業
委
員
会
で

は
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
と
農
業
後
継
者
の 

パ
ー
ト
ナ
ー
紹
介
活
動
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
の
で
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

近
年
、
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
、
農
業
法
人

等
で
働
き
た
い
と
い
う
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
就
農
相
談
会
や
農
業
大
学
校
の
就
農

準
備
講
座
な
ど
に
は
多
数
の
来
場
者
や
応
募
者

が
集
ま
り
ま
す
。 

 

新
規
就
農
に
は
、
農
地
の
取
得
、
栽
培
技
術
の

習
得
な
ど
困
難
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
新
規
就

農
（
希
望
）
者
に
は
「
青
年
就
農
給
付
金
」（
年

間
一
五
〇
万
円
を
最
長
で
七
年
間
給
付
・
農
家
後

継
者
も
条
件
付
で
受
給
可
能
）
や
働
き
な
が
ら
農

業
技
術
を
習
得
で
き
る
「
農
の
雇
用
事
業
」（
年

間
一
二
〇
万
円
を
研
修
指
導
費
と
し
て
助
成
）
制

度
な
ど
数
多
く
の
支
援
制
度
が
整
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
、
県
内
の
新
規
就
農
者
数
は
四
一
六
人

(

農
家
後
継
者
二
〇
一
人
、
新
規
参
入
者
二
一
五

人)

と
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
白
子

町
で
も
、
現
在
、
二
名
の
新
規
就
農
を
目
指
す
担

い
手
候
補
者
が
「
農
の
雇
用
事
業
」
制
度
を
活
用

し
、
農
業
委
員
の
農
場
で
懸
命
に
研
修
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
に
は
、
す
で
に
遊
休
施
設
を
借
り

受
け
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
活
用
し
施
設
園

芸
経
営
を
実
践
し
て
い
る
新
規
就
農
者
も
存
在

し
ま
す
。 

 

白
子
町
で
は
、
施
設
園
芸
を
中
心
に
若
い
担
い

手
が
数
多
く
、
心
強
い
限
り
で
す
が
、
農
業
委
員

会
で
は
、
農
家
の
後
継
ぎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
紹
介
、

新
規
就
農
希
望
者
の
受
け
入
れ
、
遊
休
農
地
や
農

業
施
設
の
紹
介
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
担
う
担
い
手
の
育
成
に
向
け
た
支
援
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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農
地
に
関
す
る
相
談
は
、
農
業
委
員
会
で
受
け
付 

け
て
い
ま
す
。 

連
絡
先 

白
子
町
農
業
委
員
会 

電 

話 
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